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新型コロナウイルス感染症の罹患後症状にはどんなものがありますか。

罹患後症状の例として、次のものがわかっています。症状の程度や経過には個
人差があり、時間とともに改善する人もいますが、症状が悪化したり、改善ま
でに時間がかかったりする人もいます。

疲労感・倦怠感 関節痛 筋肉痛 咳

喀痰 息切れ 胸痛 脱毛

記憶障害 集中力低下 頭痛 抑うつ

嗅覚障害 味覚障害 動悸 下痢

腹痛 睡眠障害 筋力低下

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）にかかった後、ほとんどの方は時間経過
とともに症状が改善します。しかし、いまだ不明な点が多いですが、一部の方で長引
く症状（罹患後症状、いわゆる後遺症）があることがわかってきました。

人事労務のご担当者や上司の方は新型コロナウイルス感染症の罹患後症状のことを正
しく理解して、罹患後症状に悩む方の治療と仕事の両立支援（療養からの職場復帰支
援も含まれます）に取り組みましょう。

企業の人事労務担当の皆さま、労働者の皆さまへ

仕事に復帰した際、無理をして症状が悪化することがあります。主治医等の意
見を聞き、会社の担当者に業務内容、就業の頻度や時間等の調整を相談するこ
とが大切です。また、症状が強い場合には安静・休息が必要です。社会復帰は
症状の改善状況に応じて、段階的に試みましょう。

体調は以前より良くなりましたが、疲労感、息苦しさなどの症状が続いてい
ます。仕事への復帰に不安があるのですが、どうしたらよいですか。Q

A

（2023．12）・都道府県労働局・労働基準監督署

新型コロナウイルス感染症の

「罹患後症状（いわゆる後遺症）」に悩む方の

治療と仕事の両立に向けたご案内

各都道府県における新型コロナウイルス感染症の罹患後症状に悩む方の
診療をしている医療機関をお探しの方は、こちらをご覧ください。

かかりつけ医等や地域の医療機関に相談しましょう。
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症状が改善せずに続いたり、新たに症状が出た場合はどうしたらよいですか。



新型コロナウイルス感染症の罹患後症状についても、労災保険給付は受け
られますか。

業務により新型コロナウイルスに感染し、罹患後症状があり、療養等が必要
と認められる場合には、労災保険給付の対象となります。労災保険の請求の
手続等については、事業場を管轄する労働基準監督署にご相談ください。

最寄りの労働基準監督署をお探しのときは、こちらをご覧ください。

独立行政法人労働者健康安全機構では、全国47の都道府県に産業保健
総合支援センター（さんぽセンター）を設置しています。
産業医、産業看護職、衛生管理者等の産業保健関係者を支援するととも
に、事業主等に対し職場の健康管理への啓発を行っています。

治療と仕事の両立支援の進め方についてどこに相談すればいいでしょうか。

都道府県産業保健総合支援センターにご相談ください。
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治療と仕事の両立支援について、社内啓発に取り組もうと思います。参考
になる情報はありますか。

「治療と仕事の両立支援ナビ」では、 事業者の方、支援を受ける方、
医療機関・支援機関の方にとって役立つ、治療と仕事の両立支援に関す
る総合的な情報を発信しています。

治療しながら働く人を応援する情報ポータルサイト「治療と仕事の両立支援
ナビ」をご利用ください。
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時間単位の年休制度 傷病休暇・病気休暇

短時間勤務制度 テレワーク 試し出勤制度

例として、以下のような休暇制度・勤務制度について、各事業場の実情に応
じて検討・導入し、治療のための配慮を行うことが望まれます。

罹患後症状に悩んでいる社員がいます。治療と仕事の両立を支援したいの
ですが、職場ではどのようなことに取り組んだらよいですか。Q

時差出勤制度
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厚生労働省ホームページの情報「新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（い
わゆる後遺症）について」をご覧ください。

罹患後症状について、厚生労働省の取組を知るにはどうしたらよいですか。Q

A

罹患後症状に関するさまざまな最新情報を発信しています。


